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　日
　本
　に
　お
　け
　る
　キ
　リ
菅ス
　ト
沼教
　ぷみ
英子
二

　
北
海
道
基
督
教
学
会
が
三
十
周
年
記
念
の
年
を
迎
え
た
こ
と
を

お
慶
び
申
し
⊥
げ
、
こ
れ
ま
で
御
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
最
初
に
北
海
道
基
督
教
挙
会

の
存
在
意
義
に
ふ
れ
、
次
に
、
「
基
督
教
学
と
は
何
か
」
と
い
う
問

題
を
、
広
く
舞
岡
全
体
の
視
野
に
お
い
て
、
「
日
本
基
督
教
学
会
」

の
現
実
と
課
題
に
則
し
て
、
発
題
い
た
し
ま
す
。

㎜
　
北
海
道
墓
督
教
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
、
北
海
道
基
督
教
学
会
の
発
足

　
一
九
詣
ハ
一
一
年
（
昭
利
ご
一
十
七
年
）
あ
ハ
月
十
恥
ハ
n
口
、
　
出
目
本
瓦
叙
目
教

学
会
長
・
石
原
謙
博
士
と
岡
学
会
専
務
理
事
・
山
本
和
教
授
を
迎

え
て
、
北
大
農
学
部
に
お
い
て
、
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長

に
中
川
秀
恭
北
大
教
授
が
選
繊
さ
れ
た
。
設
立
記
念
講
演
は
、
「
教

会
再
一
致
の
問
題
に
つ
い
て
」
浅
井
正
三
氏
、
「
教
会
史
の
イ
デ
…
と

歴
史
神
挙
の
問
題
」
石
原
謙
氏
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

　
二
、
北
海
道
基
督
教
学
会
発
足
時
の
時
代
背
景

　
一
九
六
二
年
は
時
代
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。

　
a
、
日
本
基
督
教
学
会
二
九
五
二
年
設
立
）
十
周
年
記
念
の

年
で
、
学
会
誌
「
日
本
の
神
学
」
創
刊
の
年
で
も
あ
っ
た
。

　
b
、
キ
リ
ス
ト
教
護
の
世
界
的
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
1
、
第
ニ
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
が
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
ニ
三
世
に
よ

っ
て
召
集
さ
れ
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
近
代
化
路
線
が

始
つ
た
年
で
あ
っ
た
。

　
2
、
世
界
教
会
協
議
会
（
W
・
C
・
C
）
の
第
三
回
総
会
（
一

九
六
一
年
）
が
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

運
動
が
推
進
さ
れ
た
。

　
3
、
共
周
訳
聖
書
翻
訳

　
毯
界
教
会
協
議
会
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
近
代
化
と

は
「
教
会
一
致
」
の
共
通
基
盤
と
し
て
各
国
に
お
い
て
「
共
同
の

聖
書
」
O
o
ヨ
諺
◎
コ
じ
U
ξ
竃
を
持
つ
事
を
必
要
と
し
た
。
第
ニ
バ
チ

カ
ン
公
会
議
で
「
神
の
啓
示
（
聖
書
）
に
関
す
る
憲
章
」
に
よ
り
、

各
国
の
言
語
に
聖
書
を
共
同
訳
す
べ
き
と
宣
言
さ
れ
、
他
方
、
死

海
写
本
の
発
晃
と
そ
の
研
究
の
成
果
（
一
九
四
七
年
以
来
）
に
よ
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り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
典
改
訂
（
B
R
S
二
九
六
七
～
七
七
出
版
）

が
な
さ
れ
た
。

　
一
二
、
北
海
道
基
督
教
学
会
の
特
徴

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
反
映
し
て
、
北
海
道
基
督
教
挙
会
に

関
し
て
次
の
よ
う
な
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
a
、
発
足
当
初
か
ら
エ
キ
ュ
メ
二
士
ル
で
あ
る
。

　
b
、
教
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
）
と

大
学
（
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
・
短
大
及
び
国
立
大
学
等
）
と
の

協
力
　
c
、
教
職
者
及
び
ピ
9
胃
筈
①
o
ざ
σ
q
一
碧
と
の
協
力

　
d
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
学
際
的
研
究
の
協
力

　
北
海
道
基
督
教
学
会
は
同
時
に
日
本
基
督
教
挙
会
の
支
部
と
し
、

独
自
の
掌
会
誌
「
基
督
教
学
」
（
一
九
六
六
年
創
刊
）
を
持
つ
ユ
ニ

ー
ク
な
学
会
と
し
て
三
十
年
間
、
順
調
に
発
展
し
て
き
た
。
こ
れ

は
歴
代
の
中
川
会
長
、
秋
田
会
長
、
浅
井
会
長
、
赤
城
会
長
、
並

び
に
会
員
の
積
極
的
な
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ニ
　
キ
リ
ス
ト
教
学
と
は
何
か

　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
と
い
う
名
称
は
日
本
の
独
自
な
歴
史
的
背
景
に

よ
る
も
の
で
、
西
欧
で
は
「
神
学
・
↓
げ
①
o
一
〇
σ
q
k
」
と
い
う
名
称
が

一
般
的
で
あ
る
。

　
一
、
「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
の
歴
史
的
背
景

　
「
基
督
教
学
」
の
名
称
が
日
本
で
公
に
使
用
さ
れ
た
の
は
大
正
八

年
（
一
九
一
九
年
）
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
規
定
の
中
で
あ
る
。

そ
こ
で
文
学
部
哲
学
科
宗
教
学
三
講
座
設
置
の
内
容
を
宗
教
哲
挙
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

基
督
教
学
、
佛
教
学
と
規
定
し
て
い
る
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二

二
年
）
六
月
に
、
宗
教
学
第
二
講
座
と
し
て
基
督
教
学
の
講
座
が

設
置
さ
れ
、
波
多
野
精
一
教
授
が
兼
担
さ
れ
、
昭
和
十
二
年
（
一

九
三
七
年
）
三
月
に
専
任
と
な
ら
れ
、
同
年
七
月
に
定
年
退
官
さ

　
（
5
）

れ
た
。
「
こ
の
事
は
日
本
に
お
け
る
基
督
教
学
の
成
立
を
印
し
づ
け

る
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
事
件
で
あ
っ
た
」
と
松
村
克
己
教
授
は

　
　
　
　
（
6
）

記
し
て
い
る
。
こ
の
講
座
で
の
最
初
の
講
義
が
後
に
出
版
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
」
で
あ
る
。

　
こ
の
基
督
教
学
講
座
は
渡
辺
荘
氏
（
富
士
見
町
教
会
々
員
）
が

「
基
督
教
の
学
術
的
研
究
の
た
め
扁
寄
付
さ
れ
た
資
金
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
波
多
野
教
授
退
富
後
、
松
村
克
己
講
師
（
一
九
三
七
年
十
二
月
）
、

そ
の
後
、
有
賀
鉄
太
郎
教
授
（
一
九
五
二
年
）
が
こ
の
講
座
を
担
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当
さ
れ
た
。

　
戦
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
挙
問
的
研
究
は
自
由
と
な
り
、
ミ
ッ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ヨ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
中
に
基
督
教
学
科
を
設
置
し
た
大
掌
も
あ
る
。

戦
後
の
挙
制
改
革
に
伴
い
、
「
キ
リ
ス
ト
教
導
」
は
キ
リ
ス
ト
教
主

義
大
学
・
短
大
の
一
般
教
育
課
程
に
設
置
さ
れ
、
各
大
挙
の
建
学

の
精
神
に
か
か
わ
る
基
礎
的
教
科
と
し
て
重
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
の
発
展
と
共
に
、
日
本
に

お
い
て
「
基
督
教
学
偏
は
急
速
に
発
展
し
、
基
督
教
学
を
代
表
し

て
、
波
多
野
精
一
教
授
が
一
九
四
九
年
に
日
本
学
士
院
会
員
と
な

　
　
（
1
0
）

ら
れ
た
。

二
、
「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
と
は

　
「
キ
リ
ス
ト
教
挙
と
は
何
か
」
の
問
い
が
当
初
か
ら
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
問
わ
れ
て
い
る
。

　
a
、
熊
野
義
孝
（
東
京
神
学
大
挙
教
授
）
は
そ
の
著
書
「
教
義

挙
」
の
中
で
「
我
国
の
新
制
大
学
内
に
設
け
ら
れ
た
『
基
督
教
学

科
』
と
い
う
も
の
が
何
を
学
究
の
主
題
と
な
す
の
か
。

　
神
学
及
至
教
義
学
の
ほ
か
に
、
宗
教
学
及
至
哲
学
な
ら
ざ
る
基

督
教
学
と
は
何
で
あ
る
か
」
と
の
問
題
を
神
学
の
立
場
か
ら
提
起

　
　
（
1
1
）

さ
れ
た
。

　
b
、
キ
リ
ス
ト
教
挙
は
何
か
の
問
題
は
「
神
学
と
基
督
教
学
」

と
の
対
比
で
展
閤
さ
れ
て
き
た
。

　
松
村
克
己
教
授
は
「
神
学
と
基
督
教
挙
」
の
小
論
文
（
一
九
五

三
年
）
で
、
「
両
者
が
今
日
の
日
本
の
情
況
に
於
い
て
全
く
同
一
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
問
は
始
ま
る
」
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
即
ち
「
神
学
と
は
、
特
定
の
宗

教
の
信
仰
の
立
場
に
立
ち
、
そ
の
信
仰
の
真
理
性
を
承
認
し
且
つ

主
張
せ
ん
と
す
る
立
場
に
あ
っ
て
成
立
つ
学
で
あ
る
。
基
督
教
神

学
は
宣
教
の
課
題
を
中
心
と
し
て
教
会
と
い
う
場
所
に
於
い
て
成

立
つ
学
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
学
は
理
性
を
原
理
と
す
る
学
一
般

と
著
し
く
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。
基
督
教
学
は
国
育
を
前
提
と

し
ド
グ
マ
を
原
理
と
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
学
一
般
の
前
提

と
方
法
と
に
従
い
つ
つ
、
信
仰
を
目
指
し
て
ド
グ
マ
の
理
解
を
企

て
る
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
基
督
教
学
は
一
般
学
問
意
識
の
共

同
の
場
に
立
っ
て
、
基
督
教
を
哲
学
的
ま
た
歴
史
的
に
考
究
す
る

　
　
〔
鷲
）

に
あ
る
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

　
c
、
日
本
基
督
教
挙
会
は
第
九
回
学
術
大
会
（
於
京
都
大
学
・

一
九
六
一
年
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
基
督
教
挙
と
は
な
に
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
主
題
と
し
て
行
わ
れ
た
。
発
題
者
四
人
の
中
、
山
本
和
、
竹
内
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寛
両
氏
の
立
場
は
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
と
し
て
の
学
は
原
理
的
に

は
神
学
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
山
田
晶
、
有
賀
鉄
太
郎
両
氏

の
立
場
は
神
学
と
な
ら
ん
で
キ
リ
ス
ト
教
学
の
成
立
も
可
能
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
備
え
て
、
立
教
大
学
で
は
「
キ
リ
ス
ト

教
学
と
は
何
か
」
（
「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
第
三
号
一
九
六
一
年
）
が
編

集
さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
中
沢
沿
樹
教
授
は
「
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

学
と
は
何
か
」
を
問
題
と
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
帯
＋
と
神
学
と

を
対
比
さ
せ
　
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
い
る
。

神
学
は
教
会
の
学
、
信
仰
の
学
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
学
は
世
俗
の

学
、
理
控
の
学
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は

「
キ
リ
ス
ト
教
学
も
神
学
を
内
に
包
み
な
が
ら
批
判
し
う
る
立
場

に
立
ち
、
諸
科
学
と
並
存
す
る
学
問
分
野
と
し
て
成
立
し
う
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
が
存
在
す
る
限
り
、
キ
リ
ス
ト
教
学
に
か
か
わ

る
者
は
「
キ
リ
ス
ト
教
挙
は
何
か
」
を
絶
え
ず
問
う
課
題
を
担
っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
　
「
臼
本
基
督
教
学
会
」
の
課
題

　
日
本
基
督
教
学
会
の
設
立
総
会
は
一
九
五
二
年
十
月
二
十
四
日
、

青
山
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
初
代
学
会
理
事
長
に
石
原
謙
氏

を
選
び
、
「
本
会
は
基
督
教
を
学
問
的
に
研
究
す
る
者
相
互
の
連
絡

を
計
る
と
共
に
基
督
教
学
の
発
達
を
期
す
る
U
（
第
三
条
）
の
条
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
＞

を
含
む
学
会
規
約
を
制
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
爾
来
四
十
年
、
歴
代
の
学
会
理
事
長
の
も
と
に
基
督
教
学
会
は

会
員
数
に
お
い
て
も
、
研
究
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
成
長
、
発
展
し

て
き
た
。
し
か
し
、
「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
（
会
）
」
の
撞

っ
て
い
る
問
題
と
課
題
は
再
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
a
、
キ
リ
ス
ト
教
学
の
再
検
討

　
こ
こ
に
三
氏
の
意
見
を
紹
介
す
る

一
、　
　
「
（
キ
リ
ス
ト
教
学
と
は
何
か
の
）
無
題
の
意
義
は
臼
歯
的
精

　
　
神
風
土
に
お
け
る
学
問
の
特
殊
性
と
将
来
性
に
あ
る
。
キ
リ

　
　
ス
ト
教
挙
と
は
神
学
的
諸
学
科
の
み
な
ら
ず
、
一
般
に
キ
リ

　
　
ス
ト
教
に
関
連
の
あ
る
対
象
に
関
す
る
一
切
の
学
問
の
総
括

　
　
的
呼
称
と
し
て
成
り
立
つ
」

　
　
（
竹
内
寛
氏
）

2
、
　
「
神
学
は
信
仰
の
学
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
学
は
超
教
派
的

　
　
（
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
）
で
、
自
由
な
広
い
観
点
に
立
っ
て
行

一　39　一



　
　
わ
れ
る
神
学
研
究
で
あ
る
」
（
菅
　
円
吉
氏
）

3
、
　
「
キ
リ
ス
ト
教
W
箏
は
神
学
を
内
に
包
み
な
が
ら
、
更
に
広
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
領
域
に
亘
る
も
の
」
（
中
沢
治
樹
氏
）

　
キ
リ
ス
ト
教
学
は
神
学
と
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
神
学
を
内

包
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
で
あ
る
と
の
観
点

に
立
つ
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
b
、
キ
リ
ス
ト
教
学
会
の
課
題

　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
赤
城
泰
氏
は
「
本
学
会
の
中
に
は
、
国
立
大
掌
等
に
お
い
て
講

ぜ
ら
れ
る
『
キ
リ
ス
ト
教
学
』
と
、
神
出
大
学
や
大
学
の
神
学
部

・
神
学
科
に
お
け
る
『
神
学
』
の
二
つ
の
モ
チ
…
フ
が
当
初
か
ら

併
存
し
て
い
た
」
と
問
題
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
の
併
存
は
「
本

学
会
の
す
ぐ
れ
た
寛
容
性
」
の
ゆ
え
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
1
9
＞

　
中
川
秀
恭
氏
は
こ
の
問
題
を
容
認
し
つ
つ
、
「
こ
の
こ
と
が
学
会

の
特
質
を
な
し
て
お
り
、
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
研
究
が
二
丁

補
完
的
に
働
い
て
、
学
会
の
推
進
力
に
な
っ
て
A
7
日
に
い
た
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
将
来
も
そ
う
あ
る
こ
と
を
望
み
た

い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
日
本
基
督
教
学
会
は
教
職
者
研
究
者
、
信
徒
研
究
者
等
多
彩
な

会
員
格
互
の
協
力
・
一
三
の
場
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
更
に
、

基
督
教
学
会
は
聖
書
学
（
旧
約
栄
・
新
約
学
）
、
歴
史
学
、
組
織
神

学
、
実
践
挙
等
の
諸
部
門
の
学
問
を
統
合
す
る
よ
う
な
機
能
を
果

す
総
合
的
な
学
会
と
し
て
、
学
際
的
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

　
c
、
日
本
に
お
け
る
課
題

　
基
督
教
学
（
会
）
は
日
本
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
が
直
簡
す
る
諸

問
題
（
大
挙
の
教
育
・
教
会
の
宣
教
等
）
に
対
す
る
課
題
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

て
も
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
本
学
会
の
名
称
は
「
目
本
基
督
教
学
会
」
で
あ
る
が
、
本
学
会

誌
の
名
称
は
「
日
本
の
神
学
」
で
あ
る
こ
と
に
、
問
題
性
と
共
に

特
性
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
赤
城
泰
会
長
）
。

　
北
海
道
基
督
教
学
会
が
守
瓜
に
お
け
る
使
命
を
担
っ
て
、
す
ぐ

れ
た
寛
容
性
を
も
っ
て
、
ま
す
ま
す
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

1 注2

宇
野
光
雄
「
学
会
の
歩
み
」
基
督
教
学
第
十
三
号
一
九
七
八
年
、
三

～
．
五
頁

浅
井
正
…
二
「
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
教
会
」
に
就
い
て
、
基
督
教
学
第
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一
口
苫
一
九
ふ
ハ
山
ハ
年
、
　
九
～
一
一
二
百
ハ

キ
リ
ス
ト
教
学
の
英
文
表
記

a
　
O
Q
9
Φ
ま
①
o
臨
O
腎
一
ω
江
雪
菊
①
一
一
σ
q
一
〇
冨
松
村
克
巳
「
神
学
研

　
究
」
（
関
酋
学
院
大
学
）
創
刊
号
（
一
九
五
三
）

b
　
涛
Φ
q
・
①
霞
島
　
零
○
心
打
ω
怠
鋤
三
¢
日
本
基
督
教
学
会
「
日
本

　
の
神
学
」
創
刊
号
（
一
九
六
二
）

c
　
O
二
一
ω
甑
寒
　
　
ω
ε
象
Φ
ω
日
本
基
督
教
学
会
「
臨
本
の
神
学
」

　
第
二
号
（
一
九
六
三
）
以
来
、
こ
の
表
記
を
使
用
し
て
お
り
、

　
北
海
道
基
督
教
学
会
も
そ
れ
に
準
じ
て
い
る
。

d
　
O
『
恩
ω
甑
雪
　
日
ン
①
o
一
〇
ぴ
q
k
カ
ー
ル
・
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
（
一
九

　
六
九
）
著
書
の
表
題
に
使
用

松
村
克
巳
「
神
学
と
基
督
教
学
篇
神
学
研
究
（
関
西
学
院
大
学
神

学
部
）
、
創
刊
号
（
一
九
五
一
工
無
）
九
七
頁

波
多
野
精
一
「
基
督
教
の
起
源
」
岩
波
文
庫
2
九
七
九
）
の
中
、

解
説
（
松
村
克
巳
）
一
一
七
二
頁

松
村
克
巳
、
前
掲
書
二
十
二
頁

波
多
野
精
一
教
授
没
後
昭
和
二
十
五
年
九
月
、
岩
波
書
店
刊
「
岩

波
全
書
」

波
多
野
精
一
全
集
第
漏
ハ
巻
、
　
山
石
波
勲
田
店
、
　
昭
和
㎜
圃
十
㎜
四
年
（
一
九

六
九
年
）
年
譜
五
～
六
頁
。

有
賀
鉄
太
郎
「
日
本
の
神
学
」
第
三
号
、
一
九
六
四
年
、
序
・
第

三
輯
を
出
す
に
あ
た
っ
て
、
五
頁
。

9101113　1215　14

「
キ
リ
ス
ト
教
学
科
」
の
設
置

青
山
学
院
大
学
文
学
部
基
督
教
学
科
（
全
科
）

立
教
大
学
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
（
一
九
四
九
年
）

東
北
学
院
大
学
文
学
部
基
督
教
学
科
（
一
九
六
四
年
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
（
一
九
六
七
年
）

基
督
教
学
を
代
表
す
る
日
本
学
士
院
会
員

波
多
野
精
｝
（
一
八
七
七
～
一
九
五
〇
）
問
会
員
（
一
九
四
九
～

一
九
五
〇
）

石
原
謙
（
一
八
八
二
～
一
九
七
五
）
岡
会
員
（
一
九
五
三
～
一
九

七
五
）

関
根
正
雄
（
一
九
一
二
～
）
同
会
員
（
｝
九
八
○
～
）

熊
野
義
孝
「
教
義
学
㎏
第
一
巻
、
新
教
出
版
社
一
九
五
四
年
、
一
四

頁
。松
村
克
巳
、
前
掲
論
文
九
八
、
九
九
、
一
一
一
頁
。

第
九
圃
学
術
大
会
、
一
九
六
一
年
十
月
十
二
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

主
題
「
基
督
教
学
と
は
な
に
か
」
。
発
題
は
関
東
学
院
大
学
山
本
和

立
教
大
学
　
竹
内
寛
、
大
阪
市
立
大
学
　
山
田
晶
、
京
都
大
学

有
賀
鉄
太
郎
の
諸
氏
に
よ
っ
た
。
（
「
日
本
の
神
学
」
第
一
暑
一
九

山
公
一
年
、
　
一
一
一
一
九
百
ハ
）

有
賀
鉄
太
郎
、
前
掲
文
四
頁
。

中
沢
治
樹
「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
第
一
一
号
（
立
教
大
学
キ
リ
ス
ト

教
学
会
・
一
九
七
〇
年
）
一
～
｝
三
頁
。
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有
賀
鉄
太
郎
、
前
掲
論
文
、
日
本
の
神
学
第
一
二
号
、
三
頁
。

歴
代
の
理
事
長
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
在
位
期
間
）

石
原
　
謙
（
一
九
γ
五
一
一
～
一
九
山
ハ
五
）

菅
　
円
吉
（
一
九
六
六
～
一
九
六
九
）

有
賀
鉄
太
郎
（
一
九
七
〇
～
一
九
七
三
）

岸
　
千
年
（
一
九
七
四
～
一
九
七
六
）

中
川
秀
恭
（
一
九
七
七
～
一
九
八
四
）

城
崎
　
進
（
一
九
八
五
～
一
九
九
〇
）

ネ
メ
シ
ェ
ギ
（
一
九
九
一
～
）

赤
城
泰
「
日
本
の
神
学
」
第
一
一
三
号
　
序
、
一
九
八
四
年

中
川
秀
恭
「
日
本
の
神
学
」
第
二
四
号
　
序
、
一
九
八
五
年

有
賀
鉄
太
郎
　
序
、
「
二
十
隼
の
歩
み
の
の
ち
に
」
日
本
の
神
学
第

十
二
号
、
　
一
九
七
一
二
年
。

付
記
「
a
本
の
キ
リ
ス
ト
教
学
（
会
）
の
将
来
」
（
座
談
会
）
日
本
の
神
学

　
第
一
七
号
、
一
九
七
八
年
。

　
古
屋
安
雄
氏
の
司
会
で
左
近
淑
（
故
入
）
、
土
屋
薄
、
高
森
昭
、
宮

　
谷
宣
史
、
中
川
秀
恭
、
八
木
誠
一
の
諸
氏
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
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